
8週 前期中間試験 確率と確率分布の基礎事項を確認する

2ndQ

9週 答案の返却と解説，確率変数と確率分布３ 正規分布の理解
10週 確率変数と確率分布４ 二項分布と正規分布の理解
11週 １次元のデータ１ 度数分布表と代表値の理解
12週 １次元のデータ２ 分散と標準偏差の理解
13週 ２変数のデータ１ 相関の理解
14週 ２変数のデータ２ 回帰直線の理解

15週 前期末試験 正規分布と二項分布，分散と標準偏差，相関と回帰直
線を確認する

16週 答案の返却と解説，補足説明 正規分布と二項分布，分散と標準偏差，相関と回帰直
線の基本事項を確認する

後期

3rdQ

1週 統計量と標本分布１ 統計量と標本分布の理解
2週 統計量と標本分布２ いろいろな確率分布の理解
3週 統計量と標本分布３ 統計量と標本分布の基本事項を確認する
4週 統計的推定１ 点検定・母平均の区間推定
5週 統計的推定２ 母比率の区間推定
6週 統計的推定３ 母分散の区間推定
7週 統計的推定の演習 統計的推定の基本事項を確認する
8週 後期中間試験 統計的推定の基本事項を確認する

4thQ

9週 答案の返却と解説，補足説明 統計的推定の基本事項を確認する
10週 仮説の検定１ 仮説と検定，母平均の検定
11週 仮説の検定２ 母平均の検定
12週 仮説の検定３ 母比率の検定
13週 仮説の検定４ 母分散の検定
14週 仮説の検定の演習 仮説の検定の基本事項を確認する
15週 学年末試験 仮説の検定の基本事項を確認する
16週 答案の返却と解説，補足説明 仮説の検定の基本事項を確認する

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

積の法則と和の法則を利用して、簡単な事象の場合の数を数える
ことができる。 3 前1,前2

簡単な場合について、順列と組合せの計算ができる。 3 前1,前2
独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確
率を理解し、簡単な場合について、確率を求めることができる。 3 前1,前2

条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単
な場合について確率を求めることができる。 3

前3,前4,前
5,前6,前
7,前9,前10

1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めること
ができる。 3 前11,前12

2次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求めることができる。 3 前13,前14

評価割合
試験 平常点（レポート，小テストなど

） 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 50 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



津山工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 情報システム
科目基礎情報
科目番号 0219 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 総合理工学科(先進科学系、機械ｼｽﾃﾑ系、電気電子ｼｽﾃﾑ系) 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：岡野原大輔, ディープラーニングを支える技術 「正解」を導くメカニズム[技術基礎], 技術評論社
担当教員 畑 良知,寺元 貴幸,森 理也
到達目標
学習目的： 人工知能(AI)技術のこれまでの変遷とその代表的な技術背景，AI技術が社会に受け入れられるために考慮するべき論点，応用する際
に求められるモラルや倫理，そして具体的な機械学習の手法や生成AIの基礎的な概念を理解し，複数のAI技術が組み合わされたAIシステムの例
を説明できるための実践的な知識を修得する。

到達目標
１．AI技術の歴史とその代表的な技術背景を説明できる。
２．機械学習・深層学習について説明できる。
３．AI技術を使ったアプリケーションを実装できる。
ルーブリック

優 良 可 不可

評価項目1
AI技術の歴史とその代表的
な技術背景について具体的
にを説明できる。

AI技術の歴史とその代表的
な技術背景を説明できる。

AI技術の歴史とその代表的
な技術背景の概観を説明で
きる。

左記に達していない。

評価項目2 機械学習・深層学習につい
て具体的に説明できる。

機械学習・深層学習につい
て説明できる。

機械学習・深層学習の技術
について部分的に説明でき
る。

左記に達していない。

評価項目3
AI技術を使ったアプリケー
ションを主体的に実装でき
る。

AI技術を使ったアプリケー
ションを既存のプログラム
を組み合わせて実装できる
。

AI技術を使ったアプリケー
ションを実装するための知
識

左記に達していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

一般・専門の別：専門　学習の分野：融合科目・その他

基礎となる学問分野：工学／情報学／情報学基礎

学習教育目標との関連：本科目は総合理工学科学習教育目標「④分野横断的な融合力の育成」「⑤グローバルな視点と
社会性の養成」「⑥課題探求・解決能力の育成」「⑦コミュニケーション力・プレゼンテーション力の育成」に相当す
る科目である。

技術者教育プログラムとの関連：本科目が主体とする学習･教育到達目標は「（Ａ）技術に関する基礎知識の深化および
情報技術の習得とそれらを応用することができる」である。

授業の概要：現代情報化社会において技術者に求められるAI技術について基礎的な知識を講義にて学習し，その実際を
演習にて体験する。

授業の進め方・方法

授業の方法：講義とBYOD端末を使った演習を繰り返し行いながら授業を進める。演習ではプログラミング言語として
Python 3を使う。後半ではグループに分かれてAI技術を用いたアプリケーション開発を行い，その成果をグループごと
に発表する。

成績評価方法： WebClassなどのLMSで毎週課される授業の振り返り(30%)，適宜課される課題(30%)そしてAIプロジ
ェクトの成果(40%)により評価する。

注意点

履修上の注意：本科目は，学年の課程修了のために履修（欠課時間数が所定授業時間数の５分の１以下）および単位修
得が必須である。また，本科目は「授業時間外の学修を必要とする科目」である。当該授業時間と授業時間外の学修を
合わせて，１単位あたり４５時間の学修が必要である。授業時間外の学修については，担当教員の指示に従うこと。

履修のアドバイス：事前に行う学習の準備として，基礎科目としてあげられている科目をよく復習しておくこと。また
プログラミング言語Pythonを使ったプログラミングに触れておくとなお良い。
基礎科目：全系横断演習I（3年），全系横断演習II（4年）など

関連科目：卒業研究（5年）など

受講上のアドバイス：AI技術はこれまで学習してきた各系の専門科目とは異なり情報工学の分野と深く関係しているた
め，その背景にある知識や概念に戸惑うかもしれないが，情報化社会において既に知らず知らずのうちに使っている技
術が大半である。そうしたことを念頭において興味を持って学習すること。遅刻は授業時間（＝2コマ）の4分の
1（＝0.5コマ）刻みで取り扱う。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
必修
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
授業時間内：ガイダンス・AIの歴史と応用分野 ・
AIと社会
授業時間外：LMSを用いた演習

授業の概要を理解し，AIの歴史と応用分野・AIと社会
のつながりについて理解する。

2週 授業時間内：環境構築・Python チュートリアル
授業時間外：LMSを用いた演習

演習を実施するために必要なPythonが実行できる環境
の構築とその基礎知識について理解する。

3週
授業時間内：教師あり学習（回帰分析・決定木・ラン
ダムフォレスト）
授業時間外：LMSを用いた演習

教師あり学習とその代表的な手法について理解する。



4週 授業時間内：教師なし学習（主成分分析）
授業時間外：LMSを用いた演習 教師なし学習とその代表的な手法について理解する。

5週 授業時間内：教師なし学習（k-means）
授業時間外：LMSを用いた演習

クラスタリングとその代表的な手法について理解する
。

6週 授業時間内：強化学習（Q学習）
授業時間外：LMSを用いた演習 強化学習とその代表的な手法について理解する。

7週
授業時間内：ニューラルネットワークの原理（パーセ
プトロン）
授業時間外：LMSを用いた演習

ニューラルネットワークの原理について理解する。

8週
授業時間内：ニューラルネットワークの原理（バック
プロパゲーション）
授業時間外：LMSを用いた演習

線形分離可能性について理解し，ニューラルネットワ
ークの表現能力について理解する。

2ndQ

9週 授業時間内：深層学習の基礎（CNNでMNIST）
授業時間外：LMSを用いた演習 深層学習の原理について理解する。

10週 授業時間内：深層学習の発展（Transformer）
授業時間外：LMSを用いた演習

既存の手法と深層学習を組み合わせた手法について理
解する。

11週
授業時間内：生成AIの基礎と展望（chatGPT・Stable
Diffusionなど）
授業時間外：LMSを用いた演習

生成AIの基礎を理解し，利用することができる。

12週 授業時間内：AIプロジェクト開発１（テーマ検討）
授業時間外：プログラム・システム開発

AIシステムを作るために必要な知識を調べ，具現化す
る。

13週 授業時間内：AIプロジェクト開発２（開発１）
授業時間外：プログラム・システム開発

AIシステムを作るために必要な知識を調べ，具現化す
る。

14週
授業時間内：AIプロジェクト開発３（開発２）
授業時間外：プログラム・システム開発，発表資料作
成

AIシステムを作るために必要な知識を調べ，具現化す
る。

15週
授業時間内：プロジェクト発表会（プレゼンテーショ
ン）
授業時間外：なし

開発したAIプロジェクトについて知見を共有する。

16週 予備日
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

プロジェクト評価 課題 ポートフォリオ 発表 合計
総合評価割合 30 30 30 10 100
基礎的能力 0 0 0 0 0
専門的能力 30 30 30 10 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0



津山工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 データサイエンス
科目基礎情報
科目番号 0238 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 総合理工学科(情報システム系) 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：岡野原大輔, ディープラーニングを支える技術 「正解」を導くメカニズム[技術基礎], 技術評論社
担当教員 畑 良知
到達目標
学習目的： 人工知能(AI)技術のこれまでの変遷とその代表的な技術背景，AI技術が社会に受け入れられるために考慮するべき論点，応用する際
に求められるモラルや倫理，そして具体的な機械学習の手法や生成AIの基礎的な概念を理解し，複数のAI技術が組み合わされたAIシステムの例
を説明できるための実践的な知識を修得する。

到達目標
１．AI技術の歴史とその代表的な技術背景を説明できる。
２．機械学習・深層学習について説明できる。
３．AI技術を使ったアプリケーションを実装できる。
ルーブリック

優 良 可 不可

評価項目1
AI技術の歴史とその代表的
な技術背景について具体的
にを説明できる。

AI技術の歴史とその代表的
な技術背景を説明できる。

AI技術の歴史とその代表的
な技術背景の概観を説明で
きる。

左記に達していない。

評価項目2 機械学習・深層学習につい
て具体的に説明できる。

機械学習・深層学習につい
て説明できる。

機械学習・深層学習の技術
について部分的に説明でき
る。

左記に達していない。

評価項目3
AI技術を使ったアプリケー
ションを主体的に実装でき
る。

AI技術を使ったアプリケー
ションを既存のプログラム
を組み合わせて実装できる
。

AI技術を使ったアプリケー
ションを実装するための知
識

左記に達していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

一般・専門の別：専門　学習の分野：情報システム・プログラミング・ネットワーク

基礎となる学問分野：工学／情報学／情報学基礎

学習教育目標との関連：本科目は総合理工学科学習教育目標「③基盤となる専門性の深化」に相当する科目である。

授業の概要：現代情報化社会において技術者に求められるAI技術について基礎的な知識を講義にて学習し，その実際を
演習にて体験する。

授業の進め方・方法

授業の方法：講義とBYOD端末を使った演習を繰り返し行いながら授業を進める。演習ではプログラミング言語として
Python 3を使う。後半ではグループに分かれてAI技術を用いたアプリケーション開発を行い，その成果をグループごと
に発表する。

成績評価方法： WebClassなどのLMSで毎週課される授業の振り返り(30%)，適宜課される課題(30%)そしてAIプロジ
ェクトの成果(40%)により評価する。

注意点

履修上の注意：本科目は，学年の課程修了のために履修（欠課時間数が所定授業時間数の５分の１以下）および単位修
得が必須である。また，本科目は「授業時間外の学修を必要とする科目」である。当該授業時間と授業時間外の学修を
合わせて，１単位あたり４５時間の学修が必要である。授業時間外の学修については，担当教員の指示に従うこと。

履修のアドバイス：事前に行う学習の準備として，基礎科目としてあげられている科目をよく復習しておくこと。また
プログラミング言語Pythonを使ったプログラミングに触れておくとなお良い。
基礎科目：情報リテラシー（1年），総合理工基礎（1年），計算科学（3年），応用数学I（4年）など

関連科目：卒業研究（5年）など

受講上のアドバイス：AI技術はこれまで学習してきた各系の専門科目とは異なり情報工学の分野と深く関係しているた
め，その背景にある知識や概念に戸惑うかもしれないが，情報化社会において既に知らず知らずのうちに使っている技
術が大半である。そうしたことを念頭において興味を持って学習すること。遅刻は授業時間（＝2コマ）の4分の
1（＝0.5コマ）刻みで取り扱う。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
必修
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
授業時間内：ガイダンス・AIの歴史と応用分野 ・
AIと社会
授業時間外：LMSを用いた演習

授業の概要を理解し，AIの歴史と応用分野・AIと社会
のつながりについて理解する。

2週 授業時間内：環境構築・Python チュートリアル
授業時間外：LMSを用いた演習

演習を実施するために必要なPythonが実行できる環境
の構築とその基礎知識について理解する。

3週
授業時間内：教師あり学習（回帰分析・決定木・ラン
ダムフォレスト）
授業時間外：LMSを用いた演習

教師あり学習とその代表的な手法について理解する。

4週 授業時間内：教師なし学習（主成分分析）
授業時間外：LMSを用いた演習 教師なし学習とその代表的な手法について理解する。

5週 授業時間内：教師なし学習（k-means）
授業時間外：LMSを用いた演習

クラスタリングとその代表的な手法について理解する
。



6週 授業時間内：強化学習（Q学習）
授業時間外：LMSを用いた演習 強化学習とその代表的な手法について理解する。

7週
授業時間内：ニューラルネットワークの原理（パーセ
プトロン）
授業時間外：LMSを用いた演習

ニューラルネットワークの原理について理解する。

8週
授業時間内：ニューラルネットワークの原理（バック
プロパゲーション）
授業時間外：LMSを用いた演習

線形分離可能性について理解し，ニューラルネットワ
ークの表現能力について理解する。

2ndQ

9週 授業時間内：深層学習の基礎（CNNでMNIST）
授業時間外：LMSを用いた演習 深層学習の原理について理解する。

10週 授業時間内：深層学習の発展（Transformer）
授業時間外：LMSを用いた演習

既存の手法と深層学習を組み合わせた手法について理
解する。

11週
授業時間内：生成AIの基礎と展望（chatGPT・Stable
Diffusionなど）
授業時間外：LMSを用いた演習

生成AIの基礎を理解し，利用することができる。

12週 授業時間内：AIプロジェクト開発１（テーマ検討）
授業時間外：プログラム・システム開発

AIシステムを作るために必要な知識を調べ，具現化す
る。

13週 授業時間内：AIプロジェクト開発２（開発１）
授業時間外：プログラム・システム開発

AIシステムを作るために必要な知識を調べ，具現化す
る。

14週
授業時間内：AIプロジェクト開発３（開発２）
授業時間外：プログラム・システム開発，発表資料作
成

AIシステムを作るために必要な知識を調べ，具現化す
る。

15週
授業時間内：プロジェクト発表会（プレゼンテーショ
ン）
授業時間外：なし

開発したAIプロジェクトについて知見を共有する。

16週 予備日
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 その他の学

習内容

データモデル、データベース設計法に関する基本的な概念を説明
できる。 4

データベース言語を用いて基本的なデータ問合わせを記述できる
。 4

評価割合
プロジェクト評価 課題 ポートフォリオ 発表 合計

総合評価割合 30 30 30 10 100
基礎的能力 0 0 0 0 0
専門的能力 15 30 30 0 75
分野横断的能力 15 0 0 10 25



学年

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

数学・物理
（専門科目）

③

工学系共通
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

２

本 科 専 攻 科

１ ３ ４ ５ １ ２

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

生 物

物 理 学 演 習

統 合 数学 演習 Ⅰ

一 般 物 理 学 Ⅱ

教 養 数 学

一 般 化 学

電 磁 気 学

数 理 科 学

複 素 解 析

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

現代物理学特論

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路総 合 理 工 基 礎

先進科学実験実習Ⅰ総 合 理 工 実 験 実 習

情報リテラシー

一 般 生 物 学

C A D 入 門

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

分 子 生 物 学 発 生 生 物 学

先 進 科 学 実 験

チャレンジゼミナール基礎

化学・生物
（専門科目）

③

基 礎 数 学

基 礎 数 学 演 習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基 礎 線 形 代 数

物 理 Ⅱ

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

化 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応用化学・生物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

熱 力 学 概 論

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

先進科学実験実習Ⅱ

一 般 物 理 学 Ⅰ
剛 体 の 力 学

現 代 数 学 特 論

統合数学演習 Ⅱ

有 機 化 学

無 機 化 学
現 代 化 学

生 命 情 報 学

細 胞 工 学

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

技術英語講読(専(2))

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専(2))

科学探究 (専 ( 1 ) )

生命工 学 ( 専 ( 1 ) )

機械・制御システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機能性材料学 (専 (2 ))

材料強度学(専 (2))

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )

応用創造工学(専 (2))

応用設計工学(専 (2))
ⅡⅠ

材料・設計と
生産
（専門科目）

③

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

応用制御工学 (専 (2 ))

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

システム制御工学(専(1))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )

エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))
先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

エネルギーシステム工学(専(2))

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

学年

実験法の科学(専(1))

先進科学系（数理自然科学プログラム）－機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

Ⅰ Ⅱ

生産管理工学(専(1))

他 系 提 供 融 合 科 目
（機械システム・電気電子システム・
情報システム）



先進科学系（物質生命科学プログラム）－機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

数学・物理
（専門科目）

③

工学系共通
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）

③⑥

２

本 科 専 攻 科

１ ３ ４ ５ １ ２

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

生 物

物 理 学 演 習

統 合 数学 演習 Ⅰ

一 般 物 理 学 Ⅱ

教 養 数 学

一 般 化 学

数 理 科 学

電 磁 気 学

剛 体 の 力 学

複 素 解 析

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

現代物理学概論

物 質 化 学

生 化 学

無 機 化 学

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路総 合 理 工 基 礎

情報リテラシー

一 般 生 物 学

C A D 入 門

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

分 子 生 物 学 発 生 生 物 学

チャレンジゼミナール基礎

化学・生物
（専門科目）

③

基 礎 数 学

基 礎 数 学 演 習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基 礎 線 形 代 数

物 理 Ⅱ

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

化 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

熱 力 学 概 論

有 機 化 学

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

応用化学・生物

一 般 物 理 学 Ⅰ

細 胞 工 学

先進科学実験実習Ⅰ 先 進 科 学 実 験先進科学実験実習Ⅱ総 合 理 工 実 験 実 習

現 代 数 学 概 論

統合数学演習 Ⅱ

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

技術英語講読(専(2))

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専(2))

科学探究 (専 ( 1 ) )

生命工 学 ( 専 ( 1 ) )

機械・制御システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機能性材料学(専(2))

材料強度学(専 (2))

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )

応用創造工学(専 (2))

応用設計工学(専 (2))
ⅡⅠ

材料・設計と
生産
（専門科目）

③

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

応用制御工学 (専 (2 ))

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

システム制御工学(専(1))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )

エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))
先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

エネルギーシステム工学(専(2))

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

学年

実験法の科学(専(1))

Ⅰ Ⅱ

生産管理工学(専(1))

他 系 提 供 融 合 科 目
（機械システム・電気電子システム・
情報システム）



機械システム系（機械設計プログラム）－機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

基 礎 微 分 方 程 式

微 分 積 分 Ⅱ

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

材料・設計と
生産
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

１ ３ ４ ５ １ ２

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機 械 設 計 法 Ⅰ

生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

機 構 学

メ カ ト ロ ニ ク ス Ⅰ

材 料 力 学 Ⅰ

制 御 工 学 Ⅰ

熱 力 学

流 体 工 学

材 料 力 学 Ⅱ

機 械 設 計 法 Ⅱ

機 械 解 析

機 械 力 学

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

機 械 設計 製図 Ⅰ

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

機械設計製図 Ⅱ

機 械 工 作 法

C A D 入 門

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

総 合 理 工 演 習

材 料 学

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

機能性材料学(専(2))

エネルギーシステム工学(専(2))

材料強度学(専 (2))

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )

応用制御工学 (専 (2 ))

技術英語講読(専(2))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専(2))

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

科学探究 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

生命工 学 ( 専 ( 1 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

応用創造工学(専 (2))

応用設計工学(専 (2))

システム制御工学(専(1))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )

機械・制御システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

ⅡⅠ

材 料 加 工 学

計 測 工 学

機 械 設 計 創 造 演 習 応 用 機 械 設 計

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

応用化学・生物

制 御 工 学 Ⅱ

機 械 設 計 法 Ⅲ

生産管理工学(専(1))

他 系 提 供 融 合 科 目
（機械システム・電気電子システム・
情報システム）



機械システム系（ロボティクスプログラム）－機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

基 礎 微 分 方 程 式

微 分 積 分 Ⅱ

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

材料・設計と
生産
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

１ ３ ４ ５ １ ２

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機 械 設 計 法 Ⅰ

生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

機 構 学

メカトロニクスⅠ

材 料 力 学 Ⅰ

制 御 工 学 Ⅰ

熱 力 学

流 体 工 学

材 料 力 学 Ⅱ

機 械 設 計 法 Ⅱ

機 械 解 析

機 械 力 学

制 御 工 学 Ⅱ

機 械 設 計 法 Ⅲ

メカトロニクスⅡ

ロ ボ ッ ト創 造 演 習

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

機 械 設計 製図 Ⅰ

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

機械設計製図 Ⅱ

機 械 工 作 法

C A D 入 門

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

ロボティクスデザイン

総 合 理 工 演 習

材 料 学

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

機能性材料学(専(2))

エネルギーシステム工学(専(2))

材料強度学(専 (2))

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )

応用制御工学 (専 (2 ))

技術英語講読(専(2))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専(2))

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

科学探究 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

生命工 学 ( 専 ( 1 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

応用創造工学(専 (2))

応用設計工学(専 (2))

システム制御工学(専(1))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )

ロ ボ ッ ト 工 学

機械・制御システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

ⅡⅠ

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

応用化学・生物
生産管理工学(専(1))

他 系 提 供 融 合 科 目
（機械システム・電気電子システム・
情報システム）



電気電子システム工学系（ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽプログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

基 礎 微 分 方 程 式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専 (1 ))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

ｼｽﾃﾑ制御工学 (専 (1 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子
（専門科目）

③

情報・制御
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

電磁気学特論(専(2))

電気電子機器 (専 (2 ) )

回路網解析(専 (2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

コ ン ピ ュ ー タ

システム工学 (専 (2 ) )

情報ｼｽﾃﾑ特論 (専 (2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論 (専 (2 ))

技術英語講読(専(2))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専(2))

１ ３ ４ ５ １ ２

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

科学探究 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

生命工学 (専 ( 1 ) )

Ⅰ Ⅱ

電 気 基 礎

生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

電 子 回 路 Ⅰ

電 気 磁 気 学 Ⅰ

電 気 機 器 Ⅱ

電 気 回 路 Ⅰ

電気電子計測 Ⅱ

送 配 電 工 学

電 気 磁 気 学 Ⅱ

発 電 工 学

電 気 回 路 Ⅱ

電 気 法 規

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

電 気 電 子 材 料

電機電子機器設計

通 信 工 学 A

電 子 情 報 回 路

電 子 工 学

電 子 回 路 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

デ ィ ジ タ ル 信 号

処 理 特 論 ( 専 ( 2 ) )

画 像 処 理 ( 専 ( 2 ) )

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

電 気 機 器 Ⅰ

電 気 電子 計測 Ⅰ

制 御 基 礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

応用化学・生物

制 御 工 学 Ⅰ

生産管理工学(専 (1))

工業数理 ( 専 ( 1 ) )

他 系 提 供 融 合 科 目
（機械システム・電気電子システム・
情報システム）



電気電子システム工学系（環境ｴﾈﾙｷﾞｰプログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

基 礎 微 分 方 程 式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専 (1 ))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

ｼｽﾃﾑ制御工学 (専 (1 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子
（専門科目）

③

情報・制御
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

電気電子機器 (専 (2 ) )

回路網解析(専 (2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

コ ン ピ ュ ー タ

システム工学 (専 (2 ) )

情報ｼｽﾃﾑ特論 (専 (2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論 (専 (2 ))

技術英語講読(専(2))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専(2))

１ ３ ４ ５ １ ２

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

科学探究 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

生命工学 (専 ( 1 ) )

Ⅰ Ⅱ

電 気 基 礎

生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

電 子 回 路 Ⅰ

電 気 磁 気 学 Ⅰ

電 気 機 器 Ⅱ

電 気 回 路 Ⅰ

電気電子計測 Ⅱ

送 配 電 工 学

電 気 磁 気 学 Ⅱ

発 電 工 学

電 気 回 路 Ⅱ

電 気 法 規

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

電 気 電 子 材 料

通 信 工 学 B

制 御 工 学 Ⅱ

電気電子応用と環境

高 電 圧 工 学

電気電子機器設計

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

デ ィ ジ タ ル 信 号

処 理 特 論 ( 専 ( 2 ) )

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

電 気 機 器 Ⅰ

電 気 電子 計測 Ⅰ

制 御 基 礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

応用化学・生物

画 像 処 理 ( 専 ( 2 ) )

制 御 工 学 Ⅰ

生産管理工学 (専 ( 1 ) )

電磁気学特論(専(2))

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

他 系 提 供 融 合 科 目
（機械システム・電気電子システム・
情報システム）



情報システム系（ネットワークプログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

基 礎 微 分 方 程 式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専 (1 ))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

ｼｽﾃﾑ制御工学 (専 (1 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子・
制御

（専門科目）
③

情報システム・
プログラミング・
ネットワーク
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）

③⑥

電気電子機器 (専 ( 2 ) )

回路網解析(専 (2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

コ ン ピ ュ ー タ

システム工学 (専 (2 ) )

情報ｼｽﾃﾑ特論 (専 (2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論 (専 (2 ))

技術英語講読(専(2))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専(2))

１ ３ ４ ５ １ ２

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

科学探究 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

生命工学 (専 ( 1 ) )

Ⅰ Ⅱ

ディジタル基礎

生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

コンピュータ概論

ディジタル応用

情 報 デ ザ イ ン

情報システム開発

情 報 シ ス テ ム

回 路 シ ス テ ム

制 御 工 学

情 報 数 理

電 気 磁 気 学

システムプログラミング

e ビ ジ ネ ス

デ ー タ サ イ エ ン ス

情 報 理 論

ディジタル信号処理

情 報 通 信 工 学

情報ネットワーク応用

情 報 セ キ ュ リ テ ィ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

情報ネットワーク基礎

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

デ ィ ジ タ ル 信 号

処 理 特 論 ( 専 ( 2 ) )

画 像 処 理 ( 専 ( 2 ) )

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

総 合 理 工 演 習

プログラミング基礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

電磁気学特論(専(2))

電 子 回 路

ア ル ゴ リ ズ ム と
デ ー タ 構 造

生産管理工学 (専 (1 ) )

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

応用化学・生物

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・機械システム・電気電子
システム）



情報システム系（ Ｉ Ｃ Ｔプログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

基 礎 微 分 方 程 式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専 (1 ))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

ｼｽﾃﾑ制御工学 (専 (1 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子・
制御

（専門科目）
③

情報システム・
プログラミング・
ネットワーク
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

電気電子機器 (専 ( 2 ) )

回路網解析(専 (2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

情報ｼｽﾃﾑ特論 (専 (2 ) )

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論 (専 (2 ))

技術英語講読(専(2))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

先端技術特別講義 (専 ( 4 ) ( 1 ) )

工学総論Ⅰ・Ⅱ(専 (2))

１ ３ ４ ５ １ ２

情 報 科 学 ( 専 ( 1 ) )

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ ( 専 ( 4 ) ( 1 ) )

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

地域連携演習 (専 ( 1 ) )

科学探究 (専 ( 1 ) )

国際コミュニケーション演習(専(1))

生命工学 (専 ( 1 ) )

Ⅰ Ⅱ

ディジタル基礎

生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

コンピュータ概論

ディジタル応用

情 報 デ ザ イ ン

情報システム開発

情 報 シ ス テ ム

回 路 シ ス テ ム

制 御 工 学

情 報 数 理

電 気 磁 気 学

システムプログラミング

e ビ ジ ネ ス

デ ー タ ベ ー ス

データサイエンス

制御プログラミング

プログラミング応用

I C T シ ス テ ム 設 計

情 報 セ キ ュ リ テ ィ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

情報ネットワーク基礎

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

デ ィ ジ タ ル 信 号

処 理 特 論 ( 専 ( 2 ) )

画 像 処 理 ( 専 ( 2 ) )

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

総 合 理 工 演 習

プログラミング基礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実験 ( 専 ( 3 ) ( 2 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ

地 域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

電磁気学特論(専(2))

電 子 回 路

ア ル ゴ リ ズ ム と
デ ー タ 構 造

生産管理工学 (専 (1 ))

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

化学物質取扱技術，CAD利用技術／機械設計，電気工事士／電気主任技術，基本情報処理技術／応用情報技術

応用化学・生物

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4)(

2))

Ⅱ

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

コ ン ピ ュ ー タ

システム工学 (専 (2 ) )

他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・機械システム・電気電子
システム）



一般科目（理学系基礎科目及び全系基盤共通科目を除く）・推進プログラム 教育課程系統図 （本科：令和３年度以降入学者用）

学年

人文系基礎科目
（国語）
①⑤⑦

人文系基礎科目
（人文・社会）
①⑤⑦

留学生対象
人文系基礎科目
語学系基礎科目
（日本語）
⑤⑦

芸術
保健・体育

①

２

本 科 専 攻 科

必 修 科 目

１ ３ ４ ５ １ ２

国際コミュニ
ケーション
①⑤⑦

必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

地 域 貢 献 Ⅰ ／ 地 域 貢 献 Ⅱ

国 際 交 流 Ⅰ

語学系基礎科目
（英語）
①⑤⑦

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ

国 語 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

音 楽

保 健 ・ 体 育 Ⅰ

日 本 漢 字 能 力 検 定 ／ 日 本 語 検 定

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

国 語 Ⅱ 国 語 Ⅲ 国 語 Ⅳ

英 語 検 定 Ⅰ ／ 英 語 検 定 Ⅱ

世界史（ R 3入学）
歴史Ⅰ（R4以降入学）

倫 理 （ R 3 入 学 ）
公共Ⅰ（R4以降入学）

日本史（ R 3入学）
歴史Ⅱ（R4以降入学）

政治経済（R3入学）
公共Ⅱ（R4以降入学）

技 術 者 倫 理

英 語 Ⅰ 英 語 Ⅱ 英 語 Ⅲ 英 語 Ⅳ 英 語 Ⅴ

英 語 表 現 Ⅰ 英 語 表 現 Ⅱ 実 用 英 語

日 本 語 Ⅰ 日 本 語 Ⅱ 日 本 語 Ⅲ

日本語会話と聴解Ⅰ 日本語会話と聴解Ⅱ

日 本 語 作 文

日 本 事 情

保 健 ・ 体 育 Ⅱ 保 健 ・ 体 育 Ⅲ 体 育

国 際 交 流 Ⅱ

海 外 語 学 研 修

【医療福祉推進プログラム】
医 療 福 祉 工 学
人 間 工 学
生 体 情 報 処 理
福 祉 機 器 設 計

【地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】
地 域 文 化 論 ― 津 山 学
地 域 マ ネ ジ メ ン ト 論
地 域 活 性 化 ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ
地域密着長期ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾝ ｼ ｯ ﾌ ﾟ

国際文化論 ( 専 ( 1 ) )

現 代 哲 学 ( 専 ( 1 ) )

社会科学概論 (専 ( 1 ) )

実践英語 Ⅰ ( 専 ( 1 ) ) 実践英語 Ⅱ ( 専 ( 1 ) )

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 学 Ⅰ・ Ⅱ
国 際 英 語 論 Ⅰ ・ Ⅱ
異 文 化 社 会 論 Ⅰ ・ Ⅱ
日 本 文 化 論
日 本 社 会 論



 

○津山工業高等専門学校教務委員会規程 

平成18年２月28日 

規 程 第 1 8 号 

 

改正 平成22年３月18日規程第５号 平成29年３月21日規程第16号  

   平成30年12月18日規程第17号 令和２年１月23日規程第１号  

   令和３年５月26日規程第26号  

（目的） 

第１条 津山工業高等専門学校に，教務に関する事項を審議すること並びに人権教

育の理解と実践に資することを目的として，津山工業高等専門学校教務委員会（以

下「委員会」という。）を置く。  

（所掌事項）  

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を所掌する。  

(１) 教育課程の編成に関すること。  

(２) 教育計画の立案に関すること。  

(３) 入学者の選抜検査の計画及び実施に関すること。  

(４) 入学者の選抜資料の作成に関すること。  

(５) 入学者が、入学者の受入れに関する方針に沿っているかに関すること。 

(６)  同和教育等の人権教育に関すること。  

(７) 単位の審査及び認定に関すること。  

(８) 外国人留学生の受け入れ及び学習環境に対する支援に関すること。  

(９) 編入学生の学習環境に対する支援に関すること。  

(10) 教育環境として整備された施設に対する学生への調査・改善に関すること。 

(11) 学生が卒業時に身に付ける学力、資質・能力について検証するとともに、学

習・教育の成果を把握・評価すること。  

(12) 校長の諮問事項に関すること。  

(13) その他教務及び入学者選抜に関すること。  

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。ただし，第２号の委員

は，第３号又は第４号の委員を兼ねることができる。  

(1) 教務主事 

(2) 教務主事補 



 

(3) 各系から推薦された教員各１人  

(4) 教養教育推進室から推薦された教員１人 

(5) 学生課長 

２ 前項第３号及び第４号の委員に事故があるときは，当該系等が委任した教員が

代理として出席することができる。  

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。  

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。  

３ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した教務主事補が，その

職務を代行する。  

（任期） 

第５条 第３条第１項第３号及び第４号に掲げる委員の任期は，１年とし，再任を

妨げない。 

２ 前項の規定にかかわらず，委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。  

（ワーキンググループ）  

第６条 委員会の所掌事項を具体的に審議するため，必要に応じてワーキンググル

ープを置くことができる。  

２ ワーキンググループの組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。  

（意見聴取）  

第７条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴

くことができる。  

（事務） 

第８条 委員会に関する事務は，学生課において処理する。  

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

附 則 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。  

附 則（平成22年３月18日規程第５号）  

この規程は，平成22年４月１日から施行する。  

附 則（平成29年３月21日規程第16号） 

この規程は，平成29年４月１日から施行する。  

附 則（平成30年12月18日規程第17号） 



 

この規程は，平成31年４月１日から施行する。  

附 則（令和２年１月23日規程第１号） 

この規程は，令和２年４月１日から施行する。  

附 則（令和３年５月26日規程26号） 

この規程は，令和３年５月26日から施行する。  

 



 

○津山工業高等専門学校教育システム点検委員会 

規程 

平成 18 年２月 28 日 

規 程 第 2 2 号 

 

改正   平成 20 年４月１日規程第６号   平成 21 年 11 月 25 日規程第 35 号  

    平成 29 年３月 21 日規程第 19 号 令和３年５月 26 日規程第 30 号  

（目的） 

第１条 津山工業高等専門学校に，教育システムの点検並びにその結果の公表を行

うため，津山工業高等専門学校教育システム点検委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

（所掌事項）  

第２条 委員会は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる事項を所掌する。  

(1) 学習・教育目標に基づく教育の実施に関すること。  

(2) 教育の内容と質の保証に関すること。  

(3) 教育点検システムの点検に関すること。  

(4)  第三者評価及び外部評価に関すること。  

(5)  その他教育システムの点検に関すること。  

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。ただし，各号に掲げる

委員は，原則として互いに兼ねることはできない。  

(1) 校長が指名する教員２人  

(2) 専攻主任のうちから１人  

(3) 教務主事補のうちから１人  

(4) 学生主事補のうちから１人  

(5) 寮務主事補のうちから１人  

（委員長及び副委員長）  

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置き，前条第１号の委員をもって充てる。  

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。  

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代行す

る。 



 

４ 委員長及び副委員長の任期は，１年とし，再任を妨げない。  

（任期） 

第５条 第３条第１号の委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。  

２ 前項の規定にかかわらず，委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。  

（ワーキンググループ）  

第６条 委員会の所掌事項を具体的に審議するため，必要に応じてワーキンググル

ープを置くことができる。  

２ ワーキンググループの組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。  

（意見聴取）  

第７条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴

くことができる。  

（事務） 

第８条 委員会に関する事務は，企画・連携室において処理する。  

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

 

附 則 

この規程は，平成 18 年４月１日から施行する。  

附 則（平成 20 年４月１日規程第６号）  

この規程は，平成 20 年４月１日から施行する。  

附 則（平成 21 年 11 月 25 日規程第 35 号） 

この規程は，平成 22 年４月１日から施行する。  

附 則（平成 29 年３月 21 日規程第 19 号） 

この規程は，平成 29 年４月１日から施行する。  

附 則（令和３年５月 26 日規程第 30 号） 

この規程は，令和３年５月 26 日から施行する。  

 



系名 科目名 学年 単位数

先進科学系
機械システム系
電気電子システム系
情報システム系
（全系共通）

基礎数学
基礎数学演習
総合理工基礎
情報リテラシー
微分積分Ⅰ
基礎線形代数
計算科学
応用数学Ⅰ

１年
１年
１年
１年
２年
２年
３年
４年

４
２
２
２
３
２
２
２

先進科学系
機械システム系
電気電子システム系

情報システム ５年 ２

情報システム系
データサイエンス ５年 ２

大学等名 津山工業高等専門学校

教育プログラム名 津山工業高等専門学校数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル 応用基礎レベル（大学等単位）

申請年度 令和７年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

開講されている所定の科目を
すべて履修した学生を教育プ
ログラム修了者として認定

学生の数理・データサイ
エンス・AIへの関心を高
め，かつ，数理・データサ
イエンス・AIを適切に理
解し，それを活用する基
礎的な能力の育成

① プログラムの目的

② 身につけられる能力

数理・データサイエン
ス・AIの基礎技術を専
門領域において活用す
る能力

③ 開講されている科目の構成

④ 修了要件


